
男子ﾄｲﾚ

女子ﾄｲﾚ 多目的

ﾄｲﾚ

段差のある中央
からのみのｱﾌﾟﾛｰﾁ

N

浄化槽(埋設)
150人槽

駐車場(10台)

ﾏﾁの循環美術館

ﾏﾁ山の
三角教室
(21.86㎡)

待合
の間

ﾏﾁ山水屋

木漏日
の中庭

駐輪ｽﾍﾟｰｽ

遊歩道

お祭り広場

ﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚ
(5基)

女子
ﾄｲﾚ1

男子
ﾄｲﾚ1

眺望ﾍﾞﾝﾁ
お祭り広場を望む

三角広場：相互扶助的な広場の計画
　　　　　遊歩道を介してお祭り広場と連続した使われ方を想定

植栽計画：ﾄｲﾚの入口の目隠し

石垣でつくる水屋：独立した洗面で多目的に利用可能

既存の樹木の保存

中庭

置石：森へと続く遊歩道への動線

石垣で作るｶﾏﾄﾞﾍﾞﾝﾁ
：既存の植栽を囲むように配置
 「炊き出し教室」などに利用

みんなでつくる広場の散策路
：植栽と平板を利用した動線計画

板倉壁柱を
利用した展示壁

排水計画：遊歩道の側溝との接続位置
半屋外の計画のため屋根下に雨水が溜まらない計画

災害時に利用できる
ﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚ

石垣で作る
5角形の雛壇ﾍﾞﾝﾁ

軒先の位置
：回遊型のﾄｲﾚへの動線

雨水桝の設置

みんなの黒板

女子
ﾄｲﾚ2

女子
ﾄｲﾚ3

男子
ﾄｲﾚ2

男子ﾄｲﾚ
(小便器3基)

多目的
ﾄｲﾚ

多目的ﾄｲﾚ：車椅子が入れる寸法

植栽教室で植える風致地区の指定植物

雨水桝の設置

ﾏｯﾌﾟ
設置

ﾔﾏﾓﾓ

ｳﾒ

ﾅﾝﾃﾝ

ｳﾒ

ﾅﾝﾃﾝ

ﾕｽﾞﾘﾊ

ﾔﾏﾓﾓ

ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ

ﾎﾙﾄﾉｷ

ｷﾝﾓｸｾｲ

ｸﾁﾅｼ

ｸﾁﾅｼ

ｸﾁﾅｼ

ｸﾁﾅｼ

ﾔﾏﾓﾓ

ｸﾁﾅｼ

ｷﾝﾓｸｾｲ

ｸﾁﾅｼ

ｷﾝﾓｸｾｲ

ﾔﾏﾓﾓ

ﾏﾃﾊﾞｼｲ

ﾔﾏﾓﾓ

屋外ｶﾏﾄﾞｷｯﾁﾝ

待合ﾍﾞﾝﾁ

お祭り広場でのｲﾍﾞﾝﾄ時や教室、防災時には
ﾃﾝﾄを設置し、休憩や出店にも利用

浄化槽の埋設箇所
：ﾏﾝﾎｰﾙに近い配置 遊歩道からのｱﾌﾟﾛｰﾁ

車動線

屋外
ｷｯﾁﾝ

平面図 S=1:200

■更新前：段差のあるｱﾌﾟﾛｰﾁ

広場を囲う
中庭

多様な
外側ｱｸｾｽ

遊歩道と
繋がる広場

共有の洗面

■更新後：ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰを考慮したｱﾌﾟﾛｰﾁ
　　　　   とﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾅ活用のできるﾄｲﾚ

立田山の日々の暮らしをサポートする場として、
目的がなくとも皆が立ち寄りたくなる
地域活動の情報と学びの拠点としてのトイレを提案します

マ  チ  山  の  教  室
マチの中にある山の中の学びの拠点

既存トイレに寄り添い、立田山の新しい顔を作っていく屋根付き屋外広場
お祭り広場や道路から特徴的な屋根がみえ、トイレの場所を示す

1 立田山の「学びの拠点」となる屋根付き屋外広場 2 既存建物を活用したあたらしいトイレ 3 みんなで作る「板倉構法」の壁柱

立田山の立地

お祭り広場

立田山野外保育ｾﾝﾀｰ
雑草の森

豊後街道

白川

対象地

熊本城

熊本大学

地域の資源である既存のﾄｲﾚをみんなで改修し、
地域の資源を更新して使い続けていく計画をおこないます。

豊富な資源(木材)を活用できる地域伝統の「板倉工法」を活用し、
みんなで計画、施工、運営を計画します。
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455

女子

ﾄｲﾚ1

女子

ﾄｲﾚ2

女子

ﾄｲﾚ3

男子

ﾄｲﾚ1

ﾏﾁ山教室屋外ｶﾏﾄﾞｷｯﾁﾝ

ﾒｲﾝｴﾝﾄﾗﾝｽ

駐輪ｽﾍﾟｰｽ

吹抜け

軒高：2450

基礎立上：200

格子の欄間：既存のﾄｲﾚの特徴を尊重した意匠計画

新しいﾄｲﾚの動線計画：

軒下をある歩廊幅

屋根の重なり：

既存のﾄｲﾚを大屋根の下に迎え入れるような配置計画

吹抜け：既存の樹木が屋根を突き抜ける

5角形の雛壇ﾍﾞﾝﾁ石垣の土台 教室の黒板

屋根：

ﾌｯ素樹脂ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.4
ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0

構造用合板 t=24

垂木 :60×180 ＠455

軒先下の雨受け

森へとつながる

散策路

様々な高さの板倉壁柱が樹木と寄り添うように林立し、

大屋根の下に多様な居場所を作り出す

周辺地域を観察すると、
多彩な環境に恵まれながら、
木材や石材など豊かな資源を
知ることができます。
この計画では地域の資源を
どのように活用していくか
をみんなで考え、学びの拠点
の提案です。



N

浄化槽(埋設)
150人槽

駐車場(10台)

ﾏﾁの循環美術館

ﾏﾁ山の
三角教室
(21.86㎡)

待合
の間

ﾏﾁ山水屋

木漏日
の中庭

駐輪ｽﾍﾟｰｽ

遊歩道

お祭り広場

ﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚ
(5基)

女子
ﾄｲﾚ1

男子
ﾄｲﾚ1

眺望ﾍﾞﾝﾁ
お祭り広場を望む

三角広場：相互扶助的な広場の計画
　　　　　遊歩道を介してお祭り広場と連続した使われ方を想定

植栽計画：ﾄｲﾚの入口の目隠し

石垣でつくる水屋：独立した洗面で多目的に利用可能

既存の樹木の保存

中庭

置石：森へと続く遊歩道への動線

石垣で作るｶﾏﾄﾞﾍﾞﾝﾁ
：既存の植栽を囲むように配置
 「炊き出し教室」などに利用

みんなでつくる広場の散策路
：植栽と平板を利用した動線計画

板倉壁柱を
利用した展示壁

排水計画：遊歩道の側溝との接続位置
半屋外の計画のため屋根下に雨水が溜まらない計画

災害時に利用できる
ﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚ

石垣で作る
5角形の雛壇ﾍﾞﾝﾁ

軒先の位置
：回遊型のﾄｲﾚへの動線

雨水桝の設置

みんなの黒板

女子
ﾄｲﾚ2

女子
ﾄｲﾚ3

男子
ﾄｲﾚ2

男子ﾄｲﾚ
(小便器3基)

多目的
ﾄｲﾚ

多目的ﾄｲﾚ：車椅子が入れる寸法

植栽教室で植える風致地区の指定植物

雨水桝の設置

ﾏｯﾌﾟ
設置

ﾔﾏﾓﾓ

ｳﾒ

ﾅﾝﾃﾝ

ｳﾒ

ﾅﾝﾃﾝ

ﾕｽﾞﾘﾊ

ﾔﾏﾓﾓ

ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ

ﾎﾙﾄﾉｷ
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ｸﾁﾅｼ
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ﾔﾏﾓﾓ

ｸﾁﾅｼ

ｷﾝﾓｸｾｲ

ｸﾁﾅｼ

ｷﾝﾓｸｾｲ

ﾔﾏﾓﾓ

ﾏﾃﾊﾞｼｲ

ﾔﾏﾓﾓ

屋外ｶﾏﾄﾞｷｯﾁﾝ

待合ﾍﾞﾝﾁ

お祭り広場でのｲﾍﾞﾝﾄ時や教室、防災時には
ﾃﾝﾄを設置し、休憩や出店にも利用

浄化槽の埋設箇所
：ﾏﾝﾎｰﾙに近い配置 遊歩道からのｱﾌﾟﾛｰﾁ

車動線

屋外
ｷｯﾁﾝ

平面図 S=1:200

h:800

h:400

h:700

h:400

h:900

h:800

h:400

h:200

耐震補強
：八の字型筋交

土台：みんなで積む石垣

用途によって様々な土台の高さを計画

短手方向の耐力壁
：トイレの個室の仕切

軒出：1000

ﾄｲﾚ外壁仕上
：土壁左官仕上
　(土壁教室の開催)

屋根の架け替え：
軒下を雨よけのできる寸法

落し込み板：杉板
h150×t30

隅木：杉(製材)
120×180

梁：杉(製材)
120×210

土台：杉(製材)
120×120

柱：杉(製材)
120×120

棟持束：杉(製材)
120×120

：引張力方向

：軒先の勾配方向
垂木：杉(製材)
60×180

吹抜け：
既存の樹木が突き抜ける

森のように林立する壁柱が支え合う屋根
お祭り広場と連続的に使われる新しいトイレ

人々の活動が立田山のあたらしい顔となる

訪れる人を迎え入れるおおらかな屋根
駐車場やお祭り広場と一体的に使われる

面積表

男子ﾄｲﾚ(小)
ﾄｲﾚ棟

男子ﾄｲﾚ(大) 多目的ﾄｲﾚ
4.97　㎡
4.97　㎡

22.36㎡
4.97㎡

女子ﾄｲﾚ 7.45㎡

ﾄｲﾚ面積合計

教室棟(三角屋根部分のみ算定)

教室 21.86  ㎡

延床面積合計 44.22㎡

浄化槽算定式 （n:公衆便所人槽、C:器具数）
計算式：n=16C

n=16×9台=144＜150

結果：150人用の浄化槽設置
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ﾏﾁ山教室屋外ｶﾏﾄﾞｷｯﾁﾝ

ﾒｲﾝｴﾝﾄﾗﾝｽ

駐輪ｽﾍﾟｰｽ

吹抜け

軒高：2450

基礎立上：200

格子の欄間：既存のﾄｲﾚの特徴を尊重した意匠計画

新しいﾄｲﾚの動線計画：

軒下をある歩廊幅

屋根の重なり：

既存のﾄｲﾚを大屋根の下に迎え入れるような配置計画

吹抜け：既存の樹木が屋根を突き抜ける

5角形の雛壇ﾍﾞﾝﾁ石垣の土台 教室の黒板

屋根：

ﾌｯ素樹脂ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.4
ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0

構造用合板 t=24

垂木 :60×180 ＠455

軒先下の雨受け

森へとつながる

散策路

様々な高さの板倉壁柱が樹木と寄り添うように林立し、

大屋根の下に多様な居場所を作り出す



6 設計から完成後まで、みんなでつくってみんなで使う 工事中のプロセス

　石垣探しワークシップから、
　石積みまでのみんなでつくる

①基礎工事 ②木工事：建て方への参加
　壁落とし込み板施工体験教室

③左官工事：みんなで塗る
　トイレ土壁体験教室

⑥ｻｲﾝ計画：みんなで考える板倉壁
　を利用した立田山全体のｻｲﾝ計画

断面詳細図：S=1/50

【作る会議】

製材業者

森林組合
地域の人々

建築

施工設計

既存トイレを生かし、みんなで考える設計・建設計画

大きな荷物の棚

着替のできる
ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

身嗜みを整える

座ってお化粧直し
ができるﾚｲｱｳﾄ

大量の荷物を
おける棚

車椅子でも
介助のしやすい
多目的ﾄｲﾚ

様々なアクセス

大きなｺｰﾄを
かけられるﾌｯｸ

設計中のﾌﾟﾛｾｽ
：地域の技術や工法をどのように
　設計に組み込むか考えます

・体制表ﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑ

石垣には植物
が植生する【ﾄｲﾚ会議】：これからの「ﾄｲﾚ」のあり方を議論します

【使う会議】：完成後の使い方をみんなで考えます

・立田山ｻｲﾝﾏｯﾌﾟ
▫300ｺﾝｸﾘｰﾄ平板
を利用した舗装計画

④植栽計画：風致地区に指定された植物で敷地内を植物園化計画
⑤動線、舗装計画：敷地内に配置する植物を巡る

④

⑤

板倉壁のｻｲﾝ

検診車

災害用ﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚ ｲﾍﾞﾝﾄ時
休憩用ﾃﾝﾄ

お祭り広場

竈門ﾍﾞﾝﾁ・石垣ﾃｰﾌﾞﾙのｺｰﾅｰは
普段は広場の東屋として利用し、
災害やｲﾍﾞﾝﾄ時には炊き出しを
行う場所となる

広場の外周は芝生ﾌﾞﾛｯｸとすることで
ｲﾍﾞﾝﾄ時のﾃﾝﾄの設置や
臨時駐車場として利用できます。 0 5 10 20

N

三角広場

ｲﾍﾞﾝﾄ時や災害時に
広い個室で着替えや身嗜みを
整える場所にできる

非常時はﾏﾝﾎｰﾙを利用して
仮設のﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚを設置する

廃棄予定の熊本城の
石垣からみんなでﾍﾞﾝﾁや
建物の基礎をつくる

伝統工法の板倉壁は
住民と施工者が一緒につくる

ﾄｲﾚの土壁は左官業者に
協力してもらい住民が塗る

長い石垣ﾍﾞﾝﾁでは非常時でも
多くの人が座って炊出しを食べられる

植物園のように計画した
敷地内を巡る動線を計画

みんなで考えたﾏｯﾌﾟｻｲﾝを
板倉壁に設置する

公衆ﾄｲﾚ

教室

植栽教室
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駐輪ｽﾍﾟｰｽ

吹抜け

軒高：2450

基礎立上：200

格子の欄間：既存のﾄｲﾚの特徴を尊重した意匠計画

新しいﾄｲﾚの動線計画：

軒下をある歩廊幅

屋根の重なり：

既存のﾄｲﾚを大屋根の下に迎え入れるような配置計画

吹抜け：既存の樹木が屋根を突き抜ける

5角形の雛壇ﾍﾞﾝﾁ石垣の土台 教室の黒板

屋根：

ﾌｯ素樹脂ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.4
ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0

構造用合板 t=24

垂木 :60×180 ＠455

軒先下の雨受け

森へとつながる

散策路

様々な高さの板倉壁柱が樹木と寄り添うように林立し、

大屋根の下に多様な居場所を作り出す



三角教室を見通す　独立した板倉壁柱が小屋組を支えてゆるやかにスペースが分けられる
壁柱の基礎は熊本城の石垣を利用してベンチや机などが設えられ、訪れる人の活動をサポートする

「三角広場」はお祭り広場と連続した開かれたスペースです 「三角教室」は日常的に使われる学びの場となります 「マチ」の活動が見える板倉壁を利用した展示 屋根下の自転車置き場　サイクリストたちも集まれます 駐車場を含めた散策路　気軽に訪れたくなるスペース

既存トイレの中庭　回遊できる明るい待ち合いスペースです イベント時はトイレを控え室として利用できます 災害時の避難の拠点としても使えるカマドスペース 一時避難所として情報の掲示スペースとして利用できます 「木育」教室にも使いやすい屋外の屋根付き広場スペース

板倉壁が支える大きな屋根のかかった多様な半外部空間
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女子

ﾄｲﾚ1

女子

ﾄｲﾚ2

女子

ﾄｲﾚ3

男子

ﾄｲﾚ1

ﾏﾁ山教室屋外ｶﾏﾄﾞｷｯﾁﾝ

ﾒｲﾝｴﾝﾄﾗﾝｽ

駐輪ｽﾍﾟｰｽ

吹抜け

軒高：2450

基礎立上：200

格子の欄間：既存のﾄｲﾚの特徴を尊重した意匠計画

新しいﾄｲﾚの動線計画：

軒下をある歩廊幅

屋根の重なり：

既存のﾄｲﾚを大屋根の下に迎え入れるような配置計画

吹抜け：既存の樹木が屋根を突き抜ける

5角形の雛壇ﾍﾞﾝﾁ石垣の土台 教室の黒板

屋根：

ﾌｯ素樹脂ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.4
ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0

構造用合板 t=24

垂木 :60×180 ＠455

軒先下の雨受け

森へとつながる

散策路

様々な高さの板倉壁柱が樹木と寄り添うように林立し、

大屋根の下に多様な居場所を作り出す


